
カラスの腸羹微生物って

り
■
万
を
超
え
る
腸
内
微

生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
の
解

析
が
可
能
に
な
り
、
ど
の

よ
う
な
微
生
物
が
ど
れ
ぐ

ら
い
生
患
し
て
い
る
か
、

あ
り
の
ま
ま
の
状
態
が
判

明
。

■
羽
に
つ
き
６０
～
７０

種
類
の
腸
内
微
生
物
が
存

在
し
、
全
微
生
物
の
７０
％

以
上
が
鶏
コ
ク
シ
ジ
ウ
ム

症
の
原
虫
で
あ
る
ア
イ
メ

リ
ア
属
寄
生
虫
だ
と
分
か

っ
た
と
い
う
。

前
田
准
教
授
は

「
コ
ク

シ
ジ
ウ
ム
症
予
防
に
は
ハ

シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
と
の
接
触

を
避
け
る
の
が
有
効
」
と

指
摘
す
る

一
方

「自
然
界

に
は
培
養
で
増
え
な
い
微

生
物
が
多
く
、
ハ
マ
回
の
手

法
を
使
え
ば
そ
れ
ら
の
遺

伝
情
報
を
解
析
し
、
理還
伝

資
源
を
活
用
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
話
し
て
い

る
。

ハ
シ
プ
ト
ガ
ラ
ス
の
腸
内
微
生
物
を
調
べ
た
と
こ

ろ
い
鶏
の
腸
炎

「鶏

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
症
」
を
引
き
起
こ

す
寄
生
虫
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
、
宇
都
宮

大
農
学
部
の
前
田

勇

准
教
授

（応
用
微
生
物
学
）
ら

の
研
究
で
分
か

っ
た
。

最
新
の
ゲ
ノ
ム

雀
還
伝
情
報
）

解
析
手
法
を
用
い
て
お
り
、

カ
ラ
ス
以
外
の
生
物
や

自
然
環
境
下
で
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。
（島
野

剛

）

っ
た
。

前
田
准
教
授
ら
は
最
新

の
装
置
を
用
い
て
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
塩
基
配
列
を
大
量
に
読

み
取
る

「次
世
代
シ
ー
ク

エ
ン
シ
ン
グ
」
で
腸
内
微

生
物
の
遺
伝
情
報
を
得
、

そ
の
膨
大
な
情
報
を
コ
ン

ピ

ュ
ー
タ
ー
で
分
類
す
る

「バ
イ
オ
イ
ン
フ
オ
マ
テ

ィ
ッ
ク
ス
」
で
分
析
す
る

手
法
を
採
用
し
た
。

そ
の
結
果
、
■
羽
当
た

腸
内
微
生
物
の
状
況
を

明
ら
か

に
す

る

に
は

従

前
田
勇
准
教
授

来
、
微
生
物
を
培
養
す
る

手

法

な
ど

が

主

流
だ

っ

た
。

だ
が
培
養
は
微
生
物

に
よ

っ
て
増
え
方
が
異
な

る
た
め
あ
り
の
ま
ま
の
腸

内

の
状
態

を
把

握

で
き

ず
、
他
の
方
法
も
手
間
が

か
か
る
な
ど
の
難
点
が
あ

・
宇大。前轟准教授・らが研究

培養の難 しい

生物にも応用可


